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日本の文化、トッテモステキデスネ！　3月4日㈰国際交流フェスタが開催されました。日本の文化の体験コーナーやス
テージイベント、出展を通じて世界の文化が紹介され、交流が深められました。�
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特集　　新年度も元気良く！
・国民健康保険税の申告はもうお済みですか

・しずおか型地域スポーツクラブの設立に向けて

・げんこつ山の里水ペットボトルの図案募集

今月号の主な内容



「伊東再生」に向けて、市民の皆さんのご協力を
いただきながら積極的に行財政改革に取り組み、
財政状況に明るい兆しが見え始めてきました。
　伊東市がさらに元気良くなっていくため、今年
度、市ではどのようなことをするのか。平成19
年度の予算と事業の概要を紹介します。

t財政課　☎内線２３３１

新年度も 良く!
～平成19年度の予算と事業の概要～�

特集�
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市
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

３
つ
の
Ｋ
と
伊
東
市
シ
ス
テ
ム
で

伊
東
再
生

　
私
は
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
伊
東
再
生
を

掲
げ
、「
市
民
に
健
康
増
進
」「
市
に
観
光
振

興
」「
市
役
所
に
改
革
」
の
３
つ
の
Ｋ
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
３
つ
の
Ｋ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
従

来
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に
見
直

し
、
新
た
に
「
現
場
の
市
民
ニ
ー
ズ
」「
目

的
指
向
の
行
政
運
営
」「
職
員
の
高
い
志
」

の
３
つ
を
柱
と
し
た
伊
東
市
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。
伊
東
市
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

市
が
一
つ
と
な
っ
て
行
政
の
質
の
向
上
に
努

め
、
市
が
活
性
化
し
、
市
民
が
自
信
を
持
て

る
よ
う
、
伊
東
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
平
成
19
年
度
も
伊
東
市
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
行
政
運
営
を

進
め
、
健
康
・
観
光
・
改

革
の
３
つ
の
Ｋ
の
発
展
・

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
健
や
か
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に

施
策
を
展
開

　
３
つ
の
Ｋ
と
し
て
行
う

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

健
康
増
進
…
す
べ
て
の

市
民
が
自
信
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
施
策

観
光
振
興
…
伊
東
の
素

晴
ら
し
い
自
然
と
歴

史
的
な
資
産
を
活
か

し
、
健
や
か
で
魅
力

あ
ふ
れ
る
元
気
な
観
光
地
づ
く
り

改
革
推
進
…
常
に
行
革
の
姿
勢
で
、
市
の

足
腰
を
強
め
、

健
全
な
体
質
と

す
る
こ
と
へ
の

取
り
組
み

と
し
、「
健
や
か
」
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
に
お

い
て
も
「
経
営
」
と

い
う
考
え
方
を
大
切

に
し
、
伊
東
市
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
計
画
・

実
施
・
評
価
・
改
善
の
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
定
着
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

変
化
す
る
地
方
制
度
に

対
応
し
た
行
政
運
営

　
権
限
移
譲
や
市
町
村
合
併
、
三
位
一
体
の

改
革
な
ど
に
よ
り
地
方
制
度
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
伊
豆

半
島
６
市
６
町
首
長
会
議
（
伊
豆
半
島
サ
ミ

ッ
ト
）
、
国
際
特
別
都
市
建
設
連
盟
等
に
お

い
て
、
各
自
治
体
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

広
域
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

伊東再生に向けて�
伊東市システム�
｢現場の市民ニーズ｣｢目的指向の行政運営｣�
｢職員の高い志｣の�
3つを柱とした行政運営を進め、�

3つのＫ�
｢健康増進｣｢観光振興｣｢改革推進｣の�
発展・充実に取り組んでいきます。�

施政方針を述べる佃市長（市議会3月定例会）�

661億1817万円�

63万8517円�

民生費 衛生費

土木費

総務費

公債費

教育費 消防費

観光商工費 その他

216億7700万円
378億6387万円
24億1000万円

143億 800万円
98億2300万円

251万円
１億3466万円
65億4127万円
１億5370万円
44億5133万円

3940万円
65億7730万円
37億4605万円
28億3125万円

661億1817万円

一般会計予算
特別会計予算
下 水 道
競　　　　輪
国民健康保険
交通災害共済
土 地 取 得
老 人 保 健
霊　　　　園
介 護 保 険
介護老人保健施設
企業会計予算
病　　　　院
水　　　　道
総　　　　額

※平成19年２月１日現在、33,949世帯で計算

特別会計などを含めた総額は�

一世帯当たり（一般会計）�

が使われています�

内訳

7万6795円 1万5869円2万3086円

5万56円 3万1889円

8万6979円

7万6166円

8万122円19万7555円
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予
算
（
一
般
会
計
）
の
ポ
イ
ン
ト

　
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額
は
２

１
６
億
７
７
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比

３
・
１
％
、
６
億
４
７
２
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
（
以
下
、
％
の
増
減
は
前
年
度
比

の
数
値
）
。

　
全
体
と
し
て
は
、
伊
東
再
生
の
た
め
の
重

点
施
策
で
あ
る
３
つ
の
Ｋ
「
健
康
増
進
」

「
観
光
振
興
」「
改
革
推
進
」
の
さ
ら
な
る
発

展
・
充
実
の
た
め
、
健
康
保
養
地
づ
く
り
事

業
や
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
の
各
種
観
光

施
策
の
展
開
に
力
を
入
れ
た
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
国
と
地
方
財
政
の
三
位
一
体

の
改
革
に
基
づ
く
税
源
移
譲
（
国
税
で
あ
る

所
得
税
か
ら
地
方
税
で
あ
る
住
民
税
へ
の
税

金
の
移
譲
）
に
よ
る
市
民
税
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
市
税
が
６
・
８
％
の
増
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
反
面
、
税
源
移
譲
に
伴
っ
て
所
得

譲
与
税
が
廃
止
と
な
る
た
め
、
地
方
譲
与
税

は
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、

選
挙
の
委
託
金
を
含
む
県
支
出
金
が
29
・
５

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
は
、
退
職
者
の

不
補
充
や
各
種
手
当
・
報
酬
の
見
直
し
を
行

っ
た
結
果
、
退
職
手
当
以
外
の
人
件
費
は

３
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

退
職
手
当
の
増
に
よ
り
、
人
件
費
全
体
と
し

て
は
４
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
手
当
、
生
活
保
護
扶
助
費
な
ど
の

福
祉
法
令
に
基
づ
く
扶
助
費
も
９
・
３
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

平成19年度予算の特徴と、
市の予算を家計に置き換えた
場合の状況を、財政用語の解
説とあわせて詳しく見ていき
ましょう。

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
10
年
度

最近10年間の予算額の推移�

一般会計予算の内訳�
予算額216億7700万円

歳入�歳出�

100
（億円）

125

150

175

200

225

250

275

（一般会計予算）�

（市税）�
126.9憶円

216.8憶円 予

の
概
要

算

市税
126億8768万円 58.5%

使用料及び手数料
7億9012万円 3.6%

諸収入
2億2272万円 1.0%

その他(自主財源)
2億 944万円 1.0%

国庫支出金
21億9473万円 10.1%

市債
17億4030万円 8.0%

地方交付税
12億5000万円 5.8%

県支出金
12億4941万円 5.8%

その他(依存財源)
13億3260万円 6.1%

議会費
2億3818万円 1.1%

総務費
29億5286万円 13.6%

民生費
67億 679万円 30.9%

衛生費
27億2007万円 12.5%

観光商工費
7億8376万円 3.6%

土木費
25億8574万円 11.9%

消防費
10億8262万円 5.0%

教育費
16億9934万円 7.8%

公債費
26億 712万円 12.0%

その費
3億 52万円 1.4%

自
主
財
源

64.2
％

依
存
財
源

35.8
％

※構成比は、小数点以下第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。
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食費

教育費・医療費

ローン返済

光熱水費・携帯電話代

家・車の修繕費

保険料・子どもへの小遣い

貯金

株式の購入・友人への融資

子どもたちへの仕送り

家屋の新築・車の買替え

自然災害による家の補修

合　計

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

積立金・予備費

投資及び出資金・貸付金

繰出金

普通建設事業費

災害復旧事業費

合　計

15万5779円

8万2081円

6万3172円

7万6313円

3827円

1万8997円

4859円

4788円

7万1884円

4万3552円

2円

52万5254円

64億2893万円

33億8744万円

26億 709万円

31億4942万円

1億5795万円

7億8400万円

2億 51万円

1億9758万円

29億6664万円

17億9737万円

7万円

216億7700万円

29.7

15.6

12.0

14.5

0.7

3.6

0.9

0.9

13.7

8.3

0.0

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

家庭の支出 一般会計の歳出で該当する項目

費　　目 区分（性質別）

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

投
資
的
経
費

構成比

世帯主の収入（給料）

雑収入（配偶者のパート、友
人への貸付金返済金、所有し

ているアパートの家賃収入等）

貯金の取り崩し

先月の給料の残り

親からの援助（仕送り）

住宅ローン・教育ローン

合　計

市税

財産収入・使用料手数
料・諸収入・分担金負担
金・寄附金

繰入金

繰越金

地方交付税・譲与税・各
交付金・国県支出金

市債

合　計

30万7434円

2万9335円

40円

242円

14万6034円

4万2169円

52万5254円

126億8768万円

12億1064万円

164万円

1000万円

60億2674万円

17億4030万円

216億7700万円

58.5

5.6

0.0

0.0

27.8

8.0

％

％

％

％

％

％

家庭の収入 一般会計の歳入で該当する項目

費　　目 区　　分

自
主
財
源

依
存
財
源

構成比

伊東市の予算を家計に例えると…�
　一般会計の予算を１か月の実収入52万5254円（総務省
統計局「家計調査」平成18年１世帯当たり年平均１か月
間の収入から）の家計に置き換えてみます。
　収入では、世帯主が稼いだお金（自主財源）が収入全
体に占める割合は64.2％であり、あとの35.8％は親から
の援助や借金（依存財源）に頼っている状況です。
　支出では食費、医療費、教育費、ローン返済など、減
らすことが難しい経費（義務的経費）が半分以上の57.3
％を占め、家屋の新築や新車の購入など（投資的経費）
は8.3％にとどまっています。

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。�

・一般会計　税を主な収入として、行政の
一般的な事業の経理を行うもの

・特別会計　一般会計とは区別して、特定
の事業の収支を単独で処理する必要があ
るもの

・自主財源　市税など、独自に確保できる
お金

・依存財源　国や県からの交付金や借入金
など、他に依存するお金

・使用料・手数料　市の施設の使用料や、
証明手数料など

・諸収入　貸付金の元利収入など
・国庫・県支出金　特定の目的のために、
国や県から交付されたお金

・地方交付税　市町村の財政状況に応じて
国から交付されるお金

・市債　公共施設の建設や整備をするため、
国などから借り入れたお金

・義務的経費　歳出のうち、支出が義務付
けられたもの

・公債費　借入金などの元金・利子を返済
するためのお金

・物件費　委託料や使用料、消耗品費、光
熱水費など

・補助費等　特定の事業や団体への補助金
や交付金

・繰出金　一般会計から特別会計などへ繰
り出したお金

財政用語の意味��

ちょっと難しい�

ちょっと簡単に�

伊東のまちづくりを進める予算�
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元気のある地域づ
くりを応援します
（元気のある地域
のイメージ、写
真・まちかど特派
員植松功さん）�

今年は選挙が3回→�
あります�

↓市営天城霊園�

総
務
関
連

元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
15
行
政
区
と
定
住
戸
数
の
多
い
分
譲
地
が

行
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

活
動
に
、
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、
50
万
円

を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
新
公

共
経
営
シ
ス
テ
ム
）
推
進
事
業

　
平
成
18
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
目
的
指
向

型
行
政
運
営
の
定
着
を
図
る
た
め
、
評
価
手

法
を
取
り
入
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確

立
し
、
さ
ら
に
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
保
養
地
づ
く
り
事
業
ウ
エ
ル
ネ
ス
ク
ラ

ス
タ
ー
人
材
育
成
事
業

　
県
の
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
構
想
の
「
ウ
エ
ル

ネ
ス
の
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
の
一

環
と
し
て
、
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上

を
目
的
と
し
た
人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

選
挙
執
行
経
費

　
４
月
８
日
に
県
議
会
議
員
選
挙
、
７
月
に

参
議
院
議
員
選
挙
、
９
月
に
市
議
会
議
員
選

挙
を
行
い
ま
す
。

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
事
業

　
戸
籍
を
電
算
化
し
、
事
務
処
理
を
迅
速

化
・
効
率
化
し
ま
す
。

庁
舎
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
導
入
事
業

　
代
表
電
話
シ
ス
テ
ム
を
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に

切
り
替
え
、
直
接
各
部
署
に
電
話
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

民
生
・
福
祉
関
連

在
宅
高
齢
者
介
護
家
族
支
援
事
業

　
在
宅
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を

常
時
介
護
す
る
家
族
に
支
援
金
と
温
泉
券
を

支
給
し
ま
す
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
支
援
事
業

（
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
金
）

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
に
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め

月
額
３
０
０
０
円
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
県
か
ら
引
き
継
ぎ
、
精
神
障
害
者
の
相
談

や
授
産
事
業
等
を
熱
海
市
と
共
同
で
実
施
し

ま
す
。

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

　
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ
た
め
、
「
個
別
健
康
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
・
実
施
し
ま
す
。

衛
生
関
連

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
事
業

　
県
内
の
全
市
町
が
加
入
す
る
静
岡
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
関
す
る
費

用
を
負
担
し
ま
す
。

ご
み
有
料
化
推
進
事
業

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
等
の
有
料

化
に
向
け
て
、
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

作
成
し
ま
す
。

霊
園
建
設
事
業

　
芝
生
墓
所
２
２
４
区
画
を
建
設
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
関
連

岡
上
泉
地
内
予
防
治
山
事
業

　
急
傾
斜
地
沿
い
の
鉄
道
や
公
共
施
設
等
を

保
護
す
る
た
め
、
落
石
防
止
工
事
を
行
い
ま

す
。

観
光
関
連

１
・
10
（
い
と
う
）
市
民
感
謝
の
日
事
業

　
１
月
10
日
「
い
と
う
市
民
感
謝
の
日
」
に
、

観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
、
商
店
街
、
交
通
機

関
等
の
協
力
を
得
て
、
市
民
や
観
光
客
へ
の

無
料
開
放
や
割
引
を
行
い
ま
す
。

城
ヶ
崎
門
脇
駐
車
場
拡
張
事
業

　
駐
車
場
を
拡
張
し
、
観
光
客
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
宣
伝
事
業

　
観
光
や
旅
行
に
関
す
る
総
合
的
な
観
光
情

報
を
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
利
活
用
し
て
発
信

し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宣
伝
事
業

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
進
め
る
た
め
、

伊
東
の
魅
力
あ
る
自
然
景
観
や
歴
史
・
文
化

等
の
観
光
情
報
の
発
信
と
、
県
等
の
海
外
観

光
Ｐ
Ｒ
事
業
と
連
携
し
た
宣
伝
を
行
い
ま
す
。

市が行う事業は実にさまざま
なものがあります。その中で、
平成19年度に行う主な事業
を、新規事業を中心に紹介し
ます。

事

の
概
要

業

広報いとう 6



今年は市制施行
60周年記念事業
が行われます
（写真は昨年の
第60回按針祭記
念コンサート）�

←外国に伊東を�
　宣伝�

↓伊東温泉まち�
　めぐりバス�
　「按針号」�

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

　
伊
東
温
泉
ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
「
按
針
号
」

の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

按
針
祭
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
按
針
祭

で
記
念
演
奏
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年
記
念
伊
東
温
泉
無
料
列
車

運
行
事
業

　
東
京
駅
か
ら
伊
豆
高
原
駅
ま
で
貸
切
列
車

を
運
行
し
、
誘
客
と
話
題
性
の
創
出
を
図
り

ま
す
。

商
工
関
連

い
と
う
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
創
作
フ
ェ
ア
事
業

　
地
場
産
品
を
使
っ
た
、
伊
東
な
ら
で
は
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
作
品
の
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。

個
店
魅
力
ア
ッ
プ
支
援
補
助
事
業

　
意
欲
あ
る
個
店
を
対
象
に
、
中
小
企
業
診

断
士
等
に
よ
る
経
営
支
援
強
化
を
行
い
、
魅

力
あ
る
個
店
を
創
出
す
る
事
業
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

土
木
・
建
設
関
連

南
口
線
道
路
改
良
事
業

　
電
線
類
地
中
化
工
事
が
完
了
し
た
猪
戸
通

り
交
差
点
か
ら
伊
東
修
善
寺
線
交
差
点
ま
で

の
間
の
道
路
舗
装
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

松
川
周
辺
地
区
整
備
事
業

　
国
土
交
通
省
か
ら
「
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー

ン
」
に
指
定
さ
れ
た
松
川
通
り
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
を
委
託
し
ま
す
。

小
室
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

　
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
５
面
を
人
工
芝
に
改
修
し

ま
す
。

汐
吹
公
園
整
備
事
業

　
汐
吹
公
園
の
駐
車
場
等
を
整
備
し
ま
す
。

消
防
関
連

消
防
団
活
性
化
事
業

　
消
防
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
消
防
団
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
団
員
に
防
寒
衣

を
貸
与
し
、
活
動
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

教
育
・
文
化
関
連

小
・
中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業

　
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
情
報
教
育
を
進
め
ま
す
。

木
下
杢
太
郎
記
念
館
生
家
改
修
事
業

　
平
成
20
年
度
と
の
２
か
年
で
、
生
家
の
解

体
修
復
工
事
を
し
ま
す
。

石
丁
場
遺
跡
調
査
事
業

　
全
国
的
に
も
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
石
丁

場
遺
跡
に
関
し
て
、
市
内
の
分
布
調
査
を
し
、

保
護
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

大
原
武
道
場
畳
取
替
事
業

　
施
設
を
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

古
く
な
っ
た
畳
を
取
り
替
え
ま
す
。

・ＰＤＣＡサイクル　Ｐ lan（計
画）、Ｄo（実行）、Ｃheck（評
価）、Ａction（改善）を繰り返
し、効率や質を上げていく手法
・ファルマバレー構想　県立静岡が
んセンターを中心に幅広い分野の
健康関連産業の集積を図り、特色
ある地域の発展を目指す構想
・ウエルネスクラスター　ウエルネ
ス（健康志向）に関するさまざま
な業種が集まって発展し、地域全
体が活性化していくこと
・観光ホスピタリティ　接客や歓迎
案内の表示などを充実させ、観光
客のおもてなしを行うこと
・インバウンド　外国人が観光のた
め日本を訪れること。また、外国
人観光客を誘致すること

新年度も 良く!
～平成19年度の予算と事業の概要～�

特集�

用語の解説�

石丁場遺跡�

消防フェスタ�

くらしのみちゾーン�

7 2007.4



国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
は
も
う
お
済
み
で
す
か

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
（
市
民

税
申
告
）
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
・

平
等
割
額
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方

・
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
非

課
税
年
金
の
ほ
か
に
、
所
得
の

な
い
方

・
所
得
が
一
定
以
下
で
所
得
税
や

市
民
税
の
申
告
義
務
が
免
除
さ

れ
る
方
の
世
帯
で
、
世
帯
の
合

計
所
得
額
が
上
の
表
の
計
算
式

に
該
当
す
る
方

　
市
民
税
が
非
課
税
と
な
る
低
所

得
世
帯
の
方
で
あ
っ
て
も
、
申
告

が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
高
額
療
養

費
の
給
付
を
受
け
る
時
な
ど
に
低

所
得
世
帯
の
取
り
扱
い
が
さ
れ
ま

せ
ん
。
確
定
申
告
や
市
民
税
申
告

を
さ
れ
た
方
や
給
与
・
年
金
等
の

支
払
者
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方
は
、
申
告
が
あ
っ
た
も

の
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
、

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
納

税
が
困
難
な
方
は
、
納
税
相
談
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
納
税
に
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

t

保
険
年
金
課

　
☎
内
線
２
５
５
２

国
民
年
金
保
険
料
の

割
引
制
度
と
学
生
納
付
特
例

　
平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
４
１
０
０
円
で

す
。
４
月
上
旬
に
納
付
案
内
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
１
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
前
納
制
度
や
、
月
々
の
口

座
振
替
で
通
常
よ
り
早
く
引
き
落

と
す
早
割
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
、

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
保

険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
支
払
い
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
毎
年
４
月
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

t

三
島
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
の
購
入
費
を

助
成
し
ま
す

　
ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
は
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
バ
ス
割
引
乗
車
証
で

す
。
東
海
バ
ス
を
利
用
す
る
時
、

ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
を
呈
示
す
れ
ば
、

市
内
の
適
用
路
線
を
利
用
区
間
に

か
か
わ
ら
ず
１
０
０
円
（
現
金
の

み
）
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
本

年
３
月
31
日
現
在
で
伊
東
市
に
１

年
以
上
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
の
あ
る
70
歳
以
上

（
昭
和
12
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）
の
方
で
す
。
年
度
内
に
１
回

限
り
、
５
０
０
０
円
の
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方
と
昨

年
度
助
成
制
度
を
利
用
し
て
購
入

し
た
方
に
、
助
成
用
の
は
が
き
を

４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の

は
が
き
を
持
っ
て
、
次
の
販
売
所

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
伊
豆
東
海
バ
ス
伊
東
駅
前
案
内

所
☎
（36）
７
０
７
７

・
伊
豆
東
海
バ
ス
伊
東
営
業
所

（
荻
車
庫
）
☎
（37）
５
１
２
１

・
東
海
自
動
車
本
社
自
動
車
営
業

部
（
渚
町
）
☎
（36）
１
１
１
２

t

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
３
８

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
を
支
援
し
ま
す

　
平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
、
在

宅
高
齢
者
介
護
家
族
支
援
事
業
を

始
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
要
介
護
高

齢
者
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て
い

る
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護

家
族
支
援
金
と
介
護
家
族
慰
労
温

泉
券
を
年
３
回
（
８
月
、
12
月
、

４
月
）
に
分
け
て
支
給
す
る
制
度

で
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請

市役所の電話番号�
0557-

36-0111
国民健康保険税の軽減が受けられる方の計算式

平成19年度の国民健康保険税の税率

ゆうゆうパスの金額

計算式（要件）

被保険者全員の前年合計所得金額
が33万円以下の時

被保険者全員の前年合計所得金額
が33万円を超え、33万円＋24万
５千円×（被保険者数－１）の額
以下の時

４割

６割

減額割合

所得割

資産割

均等割

平等割

　　　　　賦課限度額

※介護納付金課税額は、40歳から64歳までの方（介護第２号被
　保険者）に課税されるものです。

基準総所得金額にかかる割合

固定資産税額にかかる割合

被保険者１人当たりの額

１世帯当たりの額

7.4％

35％

25,200円

23,400円

530,000円

基礎課税額
（医療費分）

区　　　　　分 介護納付金
課税額

1.7％

3％

12,000円

5,400円

90,000円

有効期間

３か月

６か月

12か月

通常

8,000円

13,000円

22,000円

助成後

3,000円

8,000円

17,000円

広報いとう 8



を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
要
介
護
４
ま
た
は
５
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で

常
時
介
護
さ
れ
て
い
る
方
で
、

次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
載
さ
れ
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ

と
（
生
活
保
護
世
帯
は
除
く
）

・
高
齢
者
と
同
一
生
計
で
あ
る
こ

と
支
援
金
支
給
額
（
介
護
保
険
料
の

段
階
ご
と
月
額
）

　
第
１
段
階
…
５
０
０
０
円

　
第
２
段
階
…
４
０
０
０
円

　
第
３
段
階
…
３
０
０
０
円

慰
労
温
泉
券
　
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
・
シ
ー
サ
イ
ド
ス
パ
を
無
料

で
利
用
で
き
る
温
泉
券
を
１
か

月
に
つ
き
１
枚
支
給

t

高
齢
者
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
３
８

重
度
心
身
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　
重
度
の
心
身
障
害
が
あ
る
方
が

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
時
、
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
の
方
、
療
育
手
帳
Ａ

の
方

助
成
内
容
　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
基

本
料
金
に
相
当
す
る
助
成
券
を

年
間
15
枚
支
給

申
請
受
付
　
４
月
２
日
㈪
か
ら

（
出
張
所
・
連
絡
所
は
４
月
３

日
㈫
〜
27
日
㈮
）

　
な
お
、
重
度
の
心
身
障
害
が
あ

る
方
の
介
護
者
を
対
象
と
し
た
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成

券
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

社
会
資
源
の
増
加
に
よ
り
、
平
成

18
年
度
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
１
７

子
育
て
優
待
カ
ー
ド
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド

は
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭
に
配
布
さ
れ
、
協
賛
店
舗

で
呈
示
す
る
と
特
典
や
優
待
を
受

け
ら
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。
こ
の
カ

ー
ド
に
新
し
く
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
加

え
ら
れ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し

て
い
る
携
帯

電
話
か
ら
協

賛
店
舗
が
検

索
で
き
る
よ

う
に
な
り
、

よ
り
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
カ
ー
ド
も
使
え
ま
す
が
、

新
し
い
カ
ー
ド
に
変
更
し
た
い
場

合
は
、
児
童
課
ま
た
は
出
張
所
で

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

t

児
童
課

　
☎
内
線
２
５
４
３

固
定
資
産
に
関
す
る
課
税

台
帳
の
閲
覧
と
帳
簿
の
縦
覧

◇
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、

平
成
19
年
度
の
評
価
額
を
登
録
し

た
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
借
地
・
借
家
で

も
、
使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と

な
る
部
分
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
、
賃
貸
借
契
約

書
等
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　
伊
東
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有

し
て
い
る
納
税
者
の
方
は
、
土

地
・
家
屋
の
所
在
・
地
番
・
地

目
・
面
積
・
価
格
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１

日
㈫
８
時
30
分
〜
17
時
（
土
日

・
祝
日
は
除
く
）

場
　
所
　
市
役
所
課
税
課
資
産
税

係
窓
口
（
高
層
棟
２
階
）

※
代
理
で
見
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

t

課
税
課

　
☎
内
線
２
３
５
１

新
鮮
な
魚
・
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

い
っ
ぱ
い
の
水
産
祭

　
漁
協
直
営
の
定
置
網
で
獲
れ
た

新
鮮
な
魚
を
激
安
で
販
売
し
ま
す
。

鮮
魚
以
外
に
も
、
地
場
産
の
干
物
、

採
れ
た
て
の
野
菜
や
柑
橘
類
も
販

売
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

い
っ
ぱ
い
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
14
日
㈯
９
時
〜
13

時
会
　
場
　
伊
東
魚
市
場
（
新
井
）

内
　
容
　
鮮
魚
の
特
売
、
魚
の
つ

か
み
取
り
（
小
学
生
以
下
）
、

模
擬
せ
り
市
、
海
鮮
味
噌
汁
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

※
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
ご
来
場
の
際
は

バ
ス
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t

漁
業
協
同
組
合

　
☎
（37）
３
１
８
１

　
産
業
課

　
☎
内
線
２
７
３
２

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　
市
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
応
援
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
や
イ
ベ

2月24日㈯から3月25日㈰ま
で、つばき観賞会が開催されま
した。小室山公園のつばき園に
咲き誇る椿、つばきの館に展示
された椿の一輪挿しが来場者の
目を楽しませました。�

2月11日㈰、大室山の山焼き
が行われました。オレンジ色の
炎を上げて元気良く燃えていく
様子を、多くの観衆が見守りま
した。�

QRコード�
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※土日祝日を除く

ン
ト
運
営
を
体
験
し
て
み
た
い
方
、

大
歓
迎
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
応
募
方
法

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
そ
ー

ず
ら
観
光
情
報
」
↓
「
イ
ベ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
観
光
課
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t

観
光
課

　
☎
内
線
２
７
１
３

打
ち
ま
す
狂
犬
病
予
防
注
射

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
左
の
表

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
は
、
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
注
射
料
金
は
３
３

２
０
円
で
す
。
新
し
く
犬
を
飼
っ

た
場
合
は
、
登
録
手
数
料
３
０
０

０
円
が
別
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

t

環
境
防
災
課

　
☎
内
線
２
４
８
５

水
質
検
査
計
画
の
公
表

〜
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
〜

　
市
水
道
部
で
は
、
皆
さ
ん
に
安

全
で
良
質
な
水
道
水
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
公
表

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
水
質
検
査
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
よ
り
安
心
し
て
水

道
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
度
の
水

質
検
査
計
画
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
↓

「
上
下
水
道
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
道
部
窓
口

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

t

水
道
部
工
務
課

　
☎
内
線
２
７
７
４

地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
静
岡
県
で
は
、
地
域
の
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
所
定
の
研

修
修
了
後
、
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
と
し
て
県
知
事
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
20
歳
以
上
の
方

申
　
込
　
市
役
所
環
境
防
災
課
窓

口
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
期
間
は
、
４
月
９

日
㈪
〜
５
月
８
日
㈫
で
す
。

※
詳
細
は
静
岡
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/
sccca.n

et

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t

県
地
球
環
境
室

　
☎
０
５
４（
２
２
１
）２
２
０
８

　
環
境
防
災
課

　
☎
内
線
２
４
８
４

健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
員

養
成
講
座
の
受
講
者
募
集

　
お
い
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
は
健
康
の
基
本
で
す
。
講
義

や
実
習
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り

の
食
生
活
、
調
理
、
カ
ロ
リ
ー
計

算
な
ど
を
学
び
ま
す
。
地
域
や
家

族
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

る
食
生
活
推
進
員
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
　
程
　
開
講
式
は
５
月
23
日
㈬
、

来
年
３
月
ま
で
毎
月
１
回
第
４

水
曜
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

全
11
回
の
講
座
と
な
り
ま
す
。

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
健
康
づ
く
り
や
料
理
に

関
心
の
あ
る
方

定
　
員
　
20
人
程
度

費
　
用
　
３
３
０
０
円

申
　
込
　
４
月
25
日
㈬
ま
で
に
電

話
で

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
歯
の
手
入
れ

の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

身
体
計
測
・
育
児
相
談
も
で
き
ま

す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
㈮
９
時
15
分

〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
18
年
４
月
・
５
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
お

も
ち
ゃ

申
　
込
　
４
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
電
話
で

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

狂犬病予防注射の日程表

10:00～11:00

13:30～14:00

14:20～14:50

10:00～11:20

11:45～11:55

13:20～13:50

14:20～15:00

10:00～11:20

13:30～14:50

10:00～10:50

11:10～11:40

13:30～14:00

14:20～14:50

10:00～11:20

13:30～14:50

10:00～11:20

13:30～14:30

9:50～10:20

10:45～11:45

13:30～14:00

14:30～15:00

伊東公園
小川神社
美化推進課車庫
八幡野コミュニティセンター前広場
赤沢漁協会館
生涯学習センター池会館裏駐車場
大室高原管理センター
宇佐美芝原公園
鎌田公園
富戸コミュニティセンター
三の原共選場跡地
一碧湖一碧園駐車場
吉田区民会館
小室町会館
宇佐美郷戸公園
荻区民会館
十足区民会館
市役所駐車場
市民体育センター駐車場
いるか浜駐車場
観光会館前

実施日

4月　
10日
㈫

11日
㈬

12日
㈭

13日
㈮

16日
㈪

17日
㈫

18日
㈬

会　　　　場 時　　間

広報いとう 10
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文
部
科
学
省
が
定
め
た
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
本
計
画
で
は
、
「
平
成

22
年
ま
で
に
各
市
町
村
に
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
す

る
こ
と
」
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
性
別
・
年

齢
・
体
力
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
の
だ

れ
も
が
い
つ
ま
で
も
で
き
る
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
が
、

全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
で
は
、
「
い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
す
る
「
し
ず
お

か
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

世
代
を
超
え
た
交
流
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
の
増
進
、
地
域
の
活
性

化
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
伊
東
市
で
は
、
教
育
委
員
会
と

宇
佐
美
体
育
振
興
会
が
中
心
と
な

り
、
平
成
17
年
度
と
18
年
度
の
２

か
年
を
準
備
期
間
と
し
て
、
宇
佐

美
地
域
に
設
立
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
種
目
と
し
て
は
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ン
ボ
ー
ル

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
性
別
・
年

齢
・
体
力
を
問
わ
ず
気
軽
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
宇
佐
美
地

域
で
体
験
会
を
開
催
し
、
ど
う
い

う
ス
ポ
ー
ツ
か
実
際
に
体
験
し
て

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ン
ボ
ー
ル

◇
競
技
に
必
要
な
用
具

　
直
径
１
２
２
㎝
、
重
さ
約
１
㎏

の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ア
ド
バ
ル
ー

ン
の
よ
う
に
軽
く
大
き
な
ボ
ー
ル

で
す
。

◇
競
技
の
方
法

　
約
20
ｍ
四
方
の
コ
ー
ト
内
で
３

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
４
人
）
が
サ

ー
ブ
、
レ
シ
ー
ブ
を
繰
り
返
し
て

得
点
を
競
い
ま
す
。
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ピ
ン
ク
、
グ

レ
ー
の
３
色
に
分
か
れ
ま
す
。

　
サ
ー
ブ
は
、
３
人
で
ボ
ー
ル
を

支
え
、
１
人
が
打
ち
ま
す
。
ボ
ー

ル
を
打
つ
時
、
「
オ
ム
ニ
キ
ン
」

と
い
う
言
葉
と
レ
シ
ー
ブ
を
す
る

チ
ー
ム
の
色
を
コ
ー
ル
し
ま
す
。

コ
ー
ル
さ
れ
た
色
の
チ
ー
ム
は
、

ボ
ー
ル
が
地
面
に
落
ち
な
い
よ
う

に
受
け
ま
す
。
レ
シ
ー
ブ
に
失
敗

し
た
り
、
レ
シ
ー
ブ
チ
ー
ム
で
は

な
い
チ
ー
ム
が
ボ
ー
ル
に
触
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
他
の
２
チ
ー
ム

に
１
点
ず
つ
得
点
が
入
り
ま
す
。

　
１
セ
ッ
ト
15
分
間
で
、
３
セ
ッ

ト
の
総
得
点
で
競
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

◇
競
技
に
必
要
な
用
具

　
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
、
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
を
使
い

ま
す
。

◇
競
技
の
方
法

　
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ホ

ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
ま
で
の
打

数
を
競
い
ま
す
。
標
準
コ
ー
ス
は
、

１
ホ
ー
ル
当
た
り
15
ｍ
〜
50
ｍ
の

８
ホ
ー
ル
で
す
が
、
場
所
に
よ
っ

て
距
離
や
ホ
ー
ル
数
を
自
由
に
設

定
で
き
ま
す
。
人
数
は
１
人
か
ら

何
人
で
も
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は�

〜
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
を
だ
れ
で
も

　
　
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〜

〜
宇
佐
美
地
域
へ
の
設
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て
〜

伊
東
市
の
取
り
組
み
状
況�

　年齢に関係なく手軽にスポーツを楽し
めるように、全国的にスポーツクラブづ
くりが進められています。
　伊東市ではキンボールとグラウンドゴ
ルフを取り上げて、宇佐美地域でのスポ
ーツクラブ設立を目指しています。
　スポーツクラブの目的と効果、そして
伊東市で取り上げた競技を紹介します。

t生涯学習課　☎内線２８６２

しずおか型�

地域スポーツクラブ�
の設立に向けて�

宇佐美地区で�
　“キンボール”と“グラウンドゴルフ”�
　　　　　　　　　　　　にチャレンジ!!

↑キンボールの試合の様子�

グラウンドゴルフの用具→�

キ
ン
ボ
ー
ル
と�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
っ
て�

こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す�

体験会の開催状況

平成18年
　２月26日㈰
平成18年
　３月５日㈰
平成18年
　10月28日㈯

キンボール

グラウンド
ゴルフ

キンボール

宇佐美小学校
屋内運動場
宇佐美小学校
屋外運動場
宇佐美小学校
屋内運動場

日にち 種　目 会　場

※平成18年11月19日㈰にグラウンドゴルフの体験会を開
　催する予定でしたが、雨天のため中止になりました。
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今月の
　新着予定図書
今月の
　新着予定図書

わ
が
人
生
の
歌
が
た
り
１
巻

五
木
　
寛
之

文
芸
の
条
件

森
村
　
誠
一

家
日
和

奥
田
　
英
朗

変
身

嶽
本
野
ば
ら

桜
川
ピ
ク
ニ
ッ
ク

川
端
　
裕
人

八
日
目
の
蝉

角
田
　
光
代

月
島
慕
情

浅
田
　
次
郎

回
転
木
馬

柴
田
よ
し
き

十
日
え
び
す

宇
江
佐
真
理

発
明
マ
ニ
ア

米
原
　
万
里

高
松
塚
古
墳
は
守
れ
る
か

毛
利
　
和
雄

イ
ラ
ク
自
衛
隊
「
戦
闘
記
」

佐
藤
　
正
久

中
越
大
震
災
　
自
治
体
の
叫
び

関
　
　
広
一

ブ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

ボ
ブ
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド

グ
ッ
ド
・
オ
ー
メ
ン
ズ

二
ー
ル
・
ゲ
イ
マ
ン

失
わ
れ
た
探
険
家

パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
グ
ラ
ア

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
食
事
で
解
消
！

体
育
の
コ
ツ

手
で
編
む
可
愛
い
布
ぞ
う
り

日
本
の
伝
統
色

◇
児
童
書
・
絵
本

は
る
・
な
つ
・
あ
き
・
ふ
ゆ
　
い
ろ
い
ろ
の
い
え

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
み
が
き
ク
イ
ー
ン

ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白

ペ
ネ
ロ
ペ
の
お
か
い
も
の

開館時間　９時30分～18時
休 館 日　月曜日・４月27日F・29日A

t図書館　d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない場合
　もあります。ご了承ください。

第1
2

話

　
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？

　
こ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
を
終
結

に
向
け
る
た
め
に
米
軍
が
準
備
し

て
い
た
、
湘
南
海
岸
へ
の
上
陸
作

戦
の
名
で
あ
る
。
茅
ヶ
崎
辺
り
の

海
岸
へ
の
上
陸
作
戦
を
行
い
、
一

気
に
横
浜
・
東
京
か
ら
北
関
東
ま

で
を
占
領
し
、
日
本
に
と
ど
め
を

刺
そ
う
と
す
る
大
規
模
な
作
戦
計

画
で
あ
っ
た
。
日
本
の
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
と
も
例
え
ら
れ
る
が
、
原

爆
と
ソ
連
参
戦
で
日
本
が
降
伏
し

た
た
め
に
、
実
行
に
は
移
さ
れ
な

か
っ
た
。

　
日
本
側
は
米
軍
の
こ
う
し
た
動

き
に
対
し
て
、
昭
和
20
年
１
月
を

過
ぎ
る
と
本
土
決
戦
へ
の
準
備
を

慌
た
だ
し
く
始
め
る
が
、
こ
れ
を

受
け
て
温
泉
町
伊
東
も
戦
場
に
組

み
込
ま
れ
る
事
態
を
迎
え
た
。
吉

田
の
一
碧
湖
入
り
口
付
近
の
高
台

に
、
日
本
陸
軍
が
本
土
決
戦
に
備

え
て
配
備
し
た
カ
ノ
ン
砲
（
大

砲
）
が
２
門
設
置
さ
れ
た
（
写
真

上
）
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
小
室
山
の
南
斜
面

に
監
視
所
を
設
け
、
そ
こ
と
の
連

絡
で
海
上
を
通
過
し
よ
う
と
す
る

米
艦
隊
に
向
け
て
発
砲
す
る
準
備

を
し
て
い
た
。
現
地
に
残
る
厚
さ

50
㎝
を
超
え
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
壁
は
今
も
堅
牢
だ
が
、
相

模
湾
へ
の
米
軍
の
進
入
を
止
め
よ

う
と
し
て
配
置
さ
れ
た
数
少
な
い

砲
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
何

と
手
薄
な
備
え
で
あ
っ
た
も
の
か

と
寒
気
を
感
じ
る
。

　
写
真
下
は
、
昭
和
20
年
８
月
28

日
に
相
模
湾
内
に
集
結
し
た
米
軍

太
平
洋
艦
隊
の
姿
で
あ
る
。
遠
方

に
富
士
山
と
箱
根
山
が
見
え
て
い

る
。
こ
の
艦
隊
を
迎
え
打
つ
日
本

側
の
海
岸
砲
は
、
吉
田
に
２
門
、

稲
取
に
２
門
、
真
鶴
に
２
門
、
伊

豆
大
島
に
４
門
。
た
っ
た
そ
れ
だ

け
で
あ
っ
た
。

t

生
涯
学
習
課

　
d

内
線
２
８
４
５

　
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
d

内
線
２
８
９
９

上・吉田砲台の現況�
下・相模湾に集結した米軍太平洋艦隊�
　　「相模湾上陸作戦」（有隣堂）から転載�

十
五
㎝
カ
ノ
ン
砲
２
門

第
15
話

ろ
う

市
史
編
さ
ん

おもしろ
伊東史
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いとう

創作フェア
平成17年度　特別賞�

波の子つけ麺�

池の矢筈山（げんこつ山）�
～水源を大切にしましょう～�

材料（4人分）�
うどん（そうめん）2束、ワカメ適量、エビ4匹、明日葉適量、サザエ4個、
イカ1杯、カニ適量、金目鯛4切、片栗粉少々、めんつゆ適量�
作り方�
①うどん（そうめん）の端を縛ってゆで、皿に真っすぐ並べる。�
②湯通ししたワカメをうどんと交互になるように並べる。�
③エビ、明日葉を天ぷらにして、うどんの上に飾るように乗せる。�
④サザエ、イカ、カニをゆで、皿の周りに盛りつける。�
⑤金目鯛に片栗粉をつけて唐揚げにし、うどんの上に乗せて、でき上がり。
めんつゆをつけてお召し上がりください。�

　毎年秋に開催される「いとう逸品創作フェア」。
腕自慢が競い合ってあれこれと工夫を凝らし、その
年々のテーマ（素材）を巧みに調理し、「逸品」に仕
上げていきます｡
　第７回を迎えた平成17年度のレシピコンテスト
に出品された料理を紹介します。

　うどんやそうめんが栄養たっぷりの豪華な
ごちそうになります。
　伊東の海をイメージして、うどん（そうめ
ん）とワカメを波のように並べ、その上にエ
ビと明日葉の天ぷら、金目鯛の唐揚げ、ゆで
たサザエ、イカ、カニなどを豪華に飾ります。
予算に合わせて、もっと豪華にしたり、質素
にしたりできます。

創作者�
角田紀子さん�

げ
ん
こ
つ
山
の
里
水�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
図
案
募
集�
�

　
市
水
道
部
で
は
、
市
制
施
行
60

周
年
事
業
と
し
て
、
池
の
矢
筈
山

（
通
称
・
げ
ん
こ
つ
山
）
の
湧
水

を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５
０

０
㎖
）
を
製
作
し
ま
す
。
こ
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
図
案
を
募

集
し
ま
す
。
で
き
上
が
っ
た
製
品

は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用
す
る

ほ
か
販
売
も
し
、
伊
東
の
お
い
し

い
水
と
水
源
の
保
護
を
Ｐ
Ｒ
す
る

計
画
で
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
の
方
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

製
作
基
準

・
図
案
は
Ａ
４
版
縦
で
、
イ
ラ
ス

ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
ま
た
は
写
真
で
製

作
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
作
品
の
中
に
、
タ
イ
ト
ル
「
げ

ん
こ
つ
山
の
里
水
」
と
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
「
湯
の
ま
ち
伊
東
の
天

然
水
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
５
月
１
日
㈫
ま
で

応
募
上
の
注
意

・
作
品
は
自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

・
作
品
の
著
作
権
は
市
水
道
事
業

に
帰
属
し
ま
す
。

・
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
は
、
ラ
ベ
ル

の
製
作
に
当
た
り
、
縮
小
・
修

正
な
ど
の
調
整
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

審
査
と
表
彰
　
厳
正
な
審
査
を
し
、

最
優
秀
者
（
１
点
）
に
は
３
万

円
と
賞
状
、
優
秀
者
（
５
点
）

に
は
１
万
円
と
賞
状
を
贈
呈
し
、

表
彰
し
ま
す
。

提
出
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
別
紙
ま
た
は
裏
面
に
記

載
の
上
、
水
道
部
窓
口
に
お
持

ち
に
な
る
か
、
水
道
部
業
務
課

あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

t

水
道
部
業
務
課
　
d

内
線
２
７
９
２
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お
た
よ
り

��Vol.39
Beautifu

l

Mind

皆さんの声をお聞かせください
　皆さんからのおたよりを募集しています。広報いとうや市役
所に関して思うこと、「感謝の気持ち」「今になって謝りたい
こと」など、何でも結構です。お気軽におたよりをお寄せくだ
さい。50字ぐらいの短いものでも大歓迎です。紙面掲載時に
匿名希望の方でも受け付けます。
　はがき・封書に住所・氏名・年齢・電話番号と、ご意見を記
入し、市役所秘書広報課　おたより宝庫係（〒414-8555大原
二丁目1番1号）までお送りください。FAX（36-1104）と
E-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーでは、市民の方の
ご意見を掲載しています。日ご
ろ皆さんが思っていること、感
じていることなどを、どしどし
お寄せください。�

t生涯学習センター中央会館 d36-5411 ℻36-4166

合唱団で楽しい思い出を�

・３つのＫの１つ「市の観光振興」
に一言
　人気のリゾート地は、そこを訪れ
た時、「ああ、来て良かった」とい
う喜びを目と肌で感じます。そのポ
イントは美しいことです。
　これだけ好条件をそろえた当地な
のに、唯一残念なのは、道路も駅も、
そして海浜も河川も汚いことです。
方法はいろいろあると思いますが、
訪れた旅人が、また外出した市民が
ほれぼれするような環境の整備を最
優先で実施してもらいたいと思いま
す。ぜひ私も協力したいと思います。
ここがスタートと考えますが、いか
がでしょうか。　　（Ｙ．Ｋさん）

・ふれあいの湯（足湯）の感想
　毎週３日ほど伊東の家で過ごすよ
うになって、はや４年、ますます伊
東が大好きになっております。

　先日、ふれあいセンターのところの足湯に友人と行
きました。その感想を少し。①立て看板はもっと道路
寄りに、②浴槽の周囲に排水口が欲しい、③冬場の温
度はもう少し高めの方が良いのでは。30分ほど浸か
っていましたが、寒くなり鼻水が出るほどでした。他
に４人ほどいらした方々も同意見でした。
　足湯から出た後はポカポカとして、効果はあるよう
なので、もっと利用者が増えることを希望・期待する
ものです。　　　　　　　　　　（筧田久美子さん）

・ふれあいの湯に関して担当課から
　①今の場所のほかに適当な場所がない状況です。よ
り目にとまりやすい工夫が何かできないものかと考え
ています。②浴槽から外に水が流れ出す部分をかさ上
げして、一度に大人数の方が入っても、周りが水浸し
にならないようにしました。③お湯の温度は42～46
℃としていますが、寒さが厳しい時に温度を上げるな
どの調整をしています。市民や観光客の皆さんが足湯
に浸かり、ふれあえる場として楽しんでいただけるよ
う、今後も維持管理に努めていきます。　（観光課）

つつじの花に囲まれてみませんか♪

４月29日㈰～５月５日㈯
小室山つつじ祭り

会場には、電車・バスなど公共交�
通機関を利用してお越しください。�

　このコーナーでは、皆さんの生涯学習情報の
交換のお手伝いをしています。
　内容についてのお問い合わせは、直接、代表
者または連絡先などにお願いします。

《2007年度春学期生募集
　　　　　　　　東海大学付属望星高等学校》
　東海大学付属望星高等学校は、衛星ラジオ放
送を利用し、自宅で学習できる通信制の高校で
す。年齢・職業を問わず、どなたでも学習でき、
修了すると高校卒業の資格が得られます。
学習方法　衛星ラジオを聞き、日曜日に登校し
（月２～３回）、学習レポートを提出する。
募集期限　４月13日㈮
問い合わせ・申込み
　〒420－0822　静岡市葵区宮前町101
　東海大学付属望星高等学校
　☎054-261-2950

新規会員を募集します
《伊東市少年少女合唱団第32期団員募集》
お友達といっしょに合唱団へ入ろうよ♪
代表者　村田　武
連絡先　杉田純子
　☎47-0524
活動場所
　暖香園ボウル
　２階大会議室
練習日時　毎週土曜日
　14時～15時45分
会　費　毎月2,000円（後援会費年3,000円）
会員数　男子８人、女子50人
募集学年　小学校２年生～６年生
募集期限　４月30日㈪

市民大学から生まれた新サークルの紹介
《木曜水彩画教室》
代表者　山口美津江　☎45-6604
活動場所　生涯学習センター中央会館
活動日時　毎月第２・４木曜日14時から
会　費　2,000円
会員数　男性４人、女性12人
内　容　平成18年度の市民大学「やさしい水
彩画教室」から新しくできたサークルです。
講師は引き続き杉田正文さんにお願いしてい

ます。
　　これからの季節、
外に出てスケッチに
も挑戦しようと思い
ます。ぜひ見学にい
らしてください。

普段の活動の様子�
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卵�芸術家の�

たち�
卵�Vol.39

Beautifu
l

Mind
Beautifu

l

Mind Vol.39

ビューティフルマインドは、市内に住む若い方
を紹介するコーナーです。お問い合わせは秘書
広報課（☎内線２２２３）まで。

宮城　実さん
（玖須美元和田）

・お仕事は何をしていますか
　建設業の会社を立ち上げて仕事をしています。伊東
を拠点にして、東京の方にも行っています。東京の方
では主に、特殊高所作業という、高層ビルの外壁清掃
や簡単な修繕などのメンテナンス作業、ハトの防除対
策をしています。

・このお仕事をしていて良かったことは
　人とのつながりが感じられることです。地元では知
り合いが多くて、どこの仕事場でもアットホームな感
じですし、市外の仕事場では、新しい知り合いが増え
て交流の幅が広がります。

・その逆に大変なことは
　安全面に非常に気を使うところです。高いところで
作業をする時は特に気を使います。それから、市内で
の仕事と市外での仕事を両立させることです。昼は伊
東、夜は東京で仕事をするということもあります。

・趣味は何ですか
　サッカー、ゴルフ、音楽鑑賞です。同年代の仲間と
遊んだり、飲みに行ったりするのも楽しみの一つです。

・将来に向けて一言お願いします
　家族みんなで平穏無事に生活をしていけることが一
番だと思います。仕事の面では、これから世の中を動
かしていくのは自分の年代だという自覚を持って、上
の年代の人たちに楽をさせてあげられるよう、がんば
っていきたいです！

　打球を目で追いながら今まさに走り出そうとする
打者と、その後ろで声援を送る観客をイメージして
描きました。「よし、勝ちにいくぞ！」という気持
ちをテーマにしています。�
　大きな賞をいただくのは初めてで、しかも実際に
ポスターになるということで、うれしさ2倍です！�

第90回全国高等学校野球選手権�
大会用ポスター原画コンクール�

金賞（東日本大会用ポスター採用）�

應戸美咲さん�
（伊東高校城ヶ崎分校）�

つつじの花に囲まれてみませんか♪

４月４月29日㈰～５月５日～５月５日㈯
小室山つつじ祭り

つつじの花に囲まれてみませんか♪

４月29日㈰～５月５日㈯
小室山つつじ祭り

会場には、電車・バスなど公共交�
通機関を利用してお越しください。�
会場には、電車・バスなど公共交�
通機関を利用してお越しください。�
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始4月2日㈪8時30分～
　　 10日㈫・25日㈬ 【鳥井明典弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
　　 17日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
■税務相談　＊先着6人
 9日㈪ 【早野光男税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
 20日㈮ 【稲葉衛税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■登記の相談　＊先着6人
 5日㈭ 【敦賀由美子司法書士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■交通事故相談　＊要電話予約４人
 6日㈮ 【県交通事故相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
 17日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政相談
 19日㈭ 【山本彰行政相談委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■人権相談　　
 5日㈭ 【原久米雄人権擁護委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政手続きと表示登記相談（相続関係・表示登記）
 11日㈬ 【行政書士・土地家屋調査士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■警察の出張相談
 11日㈬ 【警察署相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■暴力追放相談
 23日㈪ 【㈶静岡県暴力追放推進センター相談員】 ‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
■市民相談要望
　　月～金曜日　祝日除く　【市相談担当】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８時30分～17時

■教育相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月～金曜日　祝日除く　9時～16時30分
■家庭児童相談
 ‥‥‥ U家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）児童課　☎内線2541
　　月～金曜日　祝日除く　10時～16時 ＊要予約 K中央児童館「はばたき」２階
■心配ごと相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分～16時
■保健相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　祝日除く　9時30分～11時・13時～14時
■消費生活苦情相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK環境防災課　☎ 内線2434
　　毎週月曜日　祝日除く　13時～15時
■住まいづくり相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ U都市計画課　☎ 内線2641・2642
　　毎月第２水曜日　10時～正午　K市役所３階会議室
■年金相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎内線2557
 3日㈫ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室
 10日㈫ 10時～14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階小会議室
 18日㈬ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　伊東商工会議所
 25日㈬ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所２階中会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター  ☎内線2226

各種相談

■健康相談 25日㈬ 9時～15時30分 保健福祉センター
　＊要予約　☎37-6321

ほけんコーナー　お問い合わせ　保健福祉センター　☎37-6321

急病になったら

●夜間（毎日午後７時～午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時～午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時～午後５時）は………各当直医へ ※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　お問い合わせ　社会福祉課　☎内線2519

 6日㈮ 13時30分～15時 保健福祉センター

 16日㈪ 10時～15時 保健福祉センター

 17日㈫ 10時～15時 八幡野コミュニティセンター

 23日㈪ 13時～15時 保健福祉センター

引取りの日時は、左記にお問合せ
ください。
場所：市役所駐車場　 

３日㈫
10時～15時
伊豆急行本社前（伊豆高原駅）　 

飼えなくなった犬･ねこの引取り
t環境防災課　d内線2485

Ｈ17. 9月生まれ

Ｈ17. 3月生まれ

Ｈ16. 3月生まれ

18日㈬　13:00～14:00

 5日㈭　 9:15～10:30

11日㈬　13:00～14:00

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

対　　象 受　付　日　時 会　場

保健福祉
センター

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d内線2512

※身分証明書をお持ちください。
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場外  ふるさと観音寺全Ｒ併売
伊東温泉競輪ＦⅡ

伊東温泉競輪ＦⅡ

伊東温泉競輪ＦＩ 伊東温泉競輪ＦＩ
伊東マリンタウン�

休館日�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

４月� みんなのこよみ� 市役所へのお問合せ�

広 報いとう�
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先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負�

仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負� 仏滅�

大安� 赤口� 先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝�

友引 先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引

先負� 仏滅�

清明

土用 穀雨

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

平成19年�
（2007年）�

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。�
■当直医などの情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

年金相談
登記の相談
人権相談 交通事故相談

世界保健デー

伊豆高原桜まつり（さくらの
里会場）（～８）

伊豆高原桜まつり（伊豆高原
会場）（～１）
伊東温泉春の植木市（～３）
当直医
ns稲葉医院 d48-9035

g月出整形外科医院 d35-0109

税務相談
法律相談
年金相談

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
住まいづくり相談

当直医
n前田医院 d37-1912

g立花胃腸科外科 d45-4811

s日吉医院 d37-0763

法律相談
交通事故相談 年金相談 行政相談

フジサンケイ
レディスクラシック(～22)

税務相談

当直医
n伊東病院 d37-8888

g木村整形外科クリニック d32-0600

s川奈臨海学園診療所 d45-0509

暴力追放相談

広報いとう５月号配布予定日
法律相談
年金相談

「パンダの家」のステッカーが貼ってあるお宅は、登下校中などに困った
とき、助けてくれます。
お子さんと一緒に、通学路のどこにあるか確認しておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　  t伊東地区防犯協会　d３８-１０８０

当直医
nsはぁとふる内科
　　　泌尿器科川奈 d45-5000

gメディカルはば伊豆高原 d33-1200

振替休日

当直医
ns山本医院 d47-5566

g伊豆高原メディカルたかやなぎ
　　　　　　整形外科 d55-3322

　昭和の日
第36回つつじ祭り（～5/5）

当直医
n長谷川胃腸科内科医院 d36-2851

gこむろ医院 d45-3967

「パンダの家」をご存知ですか。



市役所へのご連絡は
TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ  http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

　不動産鑑定士による不動産の価格等、

いろいろな相談を無料で行います。

日時：４月６日㈮　10時～16時

会場：富士市役所８階　第２会議室

内容：鑑定評価、価格、賃料、売買、交

換、借地、借家、相続、贈与、その他

土地に関係すること

申込：当日会場で受付

t㈳静岡県不動産鑑定士協会

d054-253-6715

　手の動きや顔の表情で、私たちが日常

使っていることばと同じように、お互い

の気持ちを伝えあえる「目で見ること

ば」手話を学んでみませんか。

日時：5月10日～10月18日の木曜日

　計23回　19時～21時

　＊8月16日は休み

会場：市役所会議室

定員：40人（高校生以上で全日程出席

が可能な方）定員になり次第締切

受講料：1,200円（テキスト代）

　＊第1回目にご持参ください。

申込：4月18日㈬までに電話で下記へ

t社会福祉課　d内線2519

　建物の案内や駅の改札などに点字表示

がされていますが、目の見えない方々の

活動を支援するため、私たちの身の回り

に点在する点字を学んでみませんか。

日時：5月12日～7月21日の土曜日

　計11回　13時30分～15時30分

会場：はばたき　３階視聴覚室（伊東駅

裏）

定員：15人

受講料：1,000円程度（点字器代）

申込：4月18日㈬までに電話で下記へ

t社会福祉課　d内線2519

　みどりの募金に協力していただいた方

に苗木をお配りします。皆さん、お出か

けください。なくなり次第終了します。

日時：４月29日㈰　昭和の日　10時～

会場：小室山公園リフト乗車駐車場横の

広場

＊つつじ苗木200本、花苗400ポット

t振興公社　d37-7135

　春の花木を、たくさん用意しています。

日時：４月１日㈰～３日㈫

　８時30分～15時

会場：松川藤の広場

t産業課　d内線2738

日時：5月11日、6月22日、７月27日、

８月29日、9月28日　計５回

　昼間コース　13時30分～15時30分

　夜間コース　18時30分～20時30分

会場：観光会館別館

対象：市内在住・在勤の方

内容：ガーデニングの講義と体験学習

参加費：1万円（教材費）

定員：各コース50人（応募多数時抽選）

申込：往復はがきに住所、氏名、年齢、

　電話番号、質問事項を記入し下記へ

　〒414-0024　和田1-16-1

　振興公社「ガーデニング教室係」

締切：４月30日㈪

t伊東市振興公社　d37-7135

　4月5日㈭の小学校始業式にあわせ、

通学路で交通事故防止の啓発を行います。

新一年生が、登下校します。運転する方

は、細心の注意をはらい運転をしてくだ

さい。

t環境防災課　d内線2437

　再就職を目指すあなたを、応援します。

日時：５月14日㈪～31日㈭　土日除く

　計14日間　10時～16時

会場：伊東高等職業訓練校

対象：早期就職希望の離転職者等20人

応募資格：初心者の方（マウスやキーボ

ード操作経験者）、65歳以下の方、

全日程出席できる方

費用：１万円（テキスト代含む）

申込：4月2日㈪～19日㈭までに電話で

下記へ（９時～17時　土日除く）

＊4月26日㈭に選考面接があります。

t伊東高等職業訓練校　d37-8916

　人事院は平成19年度中に下記の採用

試験を行います。申込用紙・受験案内は、

郵便でも請求できます。

■Ⅰ種試験

受付：4月２日㈪～9日㈪

１次試験：4月29日㈰

■Ⅱ種試験

受付：4月13日㈮～24日㈫

１次試験：６月17日㈰

■Ⅲ種試験　

受付：６月26日㈫～７月３日㈫

１次試験：９月９日㈰

＊受験案内等の配布は、Ⅰ種、Ⅱ種は配

布中、Ⅲ種は５月14日㈪から配布。

t人事院中部事務局　d052-961-6838

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

不動産の無料相談会

手話奉仕員養成講座
参加者募集

点字講習会参加者募集

つつじの苗木や草花をお配りします

伊東温泉　春の植木市

ガーデニング教室参加者募集

新入学園児を交通事故から守る県民運動４月４日㈬～９日㈪

伊東市再就職パソコン講座

平成19年度国家公務員採用試験



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

休日：４月８日㈰　８時30分～17時

夜間：４月26日㈭　17時30分～19時30分

　　　４月27日㈮　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆
人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

75,089

35,365

39,724

33,965

-18

-9

-9

+16

-6

-1

-5

-6

553

157

396

301

外国人登録
人　口

３／１現在
（　）は前月比

◆不用品バンク終了のお知らせ◆
　不用品バンクは３月をもちまして終了しました。長い

間、ご利用いただきありがとうございました。

t環境防災課　d内線2434

伊東市の２月の主要生活物資の物価指数は104.9です。

◆４月の納税納期限は５月１日㈫◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

　伊東都市計画図中、小室山公園区域を

訂正しましたので、お取替えします。

期間：４月27日㈮まで

窓口：都市計画課（高層棟３階）

t都市計画課　d内線2642

募集コース：通常コース、パイロットコ

ース、技術要員コース、医官コース

給与：213,300円（Ｈ17年度初任給月

額）

資格：22歳以上26歳未満（H20.４.１

現在）大学卒業程度の学力を有する方

受付：4月１日㈰～5月11日㈮

試験日：５月19日㈯～20日㈰

t自衛隊伊東地域事務所　d37-9632

　多くの種目で、ねんりんピック茨城

2007の予選を兼ねます。

大会期間：５月13日㈰～６月３日㈰

会場：県草薙総合運動場ほか

種目：卓球、テニス、ゲートボール、ペ

タンク、マラソン、グラウンド・ゴル

フ、弓道、囲碁、将棋、オセロなど

25種目

対象：60歳（昭和23年４月１日以前生

まれ）以上の県内在住者

申込：種目により、申込先・締切日が違

います。一番早い締切日は、弓道の４

月５日㈭です。早めに下記へお問合せ

ください。

費用：種目により異なります。

tしずおか健康長寿財団

d054-253-4221

　指定数量以上の危険物を貯蔵・取扱い

をするための資格「危険物取扱者」の試

験とその予備講習を行います。

■予備講習(乙種第４類)

日時：５月18日㈮　９時～

願書受付：4月３日㈫～16日㈪

■試験

日時：６月10日㈰　10時～正午

願書受付：４月４日㈬～13日㈮

試験種類：乙種全類・丙種

講習と試験の会場：観光会館

＊願書は、消防本部予防課と八幡野対島

支署にあります。

t消防本部予防課

d38-0198

日時：５月８日㈬・９日㈭２日間

　9時～16時40分

会場：観光会館別館

募集人数：200人（定員になり次第締

切）

受講料：甲種6千円（申込時に郵便振込

してください。受領書が必要です。）

申込期間：4月９日㈪～27日㈮

申込先：㈶県消防設備協会へFAX、ま

たは㈶日本防火協会のHPで申込を

＊申込用紙は、伊東市消防本部予防課ま

たは、㈶日本防火協会のHPにありま

す。

　　t㈶県消防設備協会　　　　　　　

　　　d054-252-5541　℻054-272-7202

　　　㈶日本防火協会　　　　　　　　

　　　http://www.n-bouka.or.jp/

　　　伊東市消防本部予防課　　　　　

　　　

軽自動車税・固定資産税1期�

都市計画図の
取替えをしています

自衛隊幹部候補生募集

第18回県すこやか長寿祭
スポーツ大会出場選手募集

危険物取扱者試験 防火管理者資格取得講習会

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料です。夜間９時以降
は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
3／26

～4／1

4／2

  ～8

4／9

  ～15

4／16

  ～22

4／23

  ～29

4／30

～5／6

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
51-1748(53-2536)

小 川 設 備 工 業
54-1641

富 戸 工 業
51-1224･51-0059
田 畑 設 備
51-0103

牧 野 設 備
51-0311

山 晴 配 管 設 備
47-3509(47-3593)

佃 設 備
47-2673

稲 葉 工 業 所
47-3533

協 和 設 備
48-8927･48-8867
太 陽 電 機 工 業
47-0310･48-9076
稲 木 設 備 工 業
48-9824

後 藤 設 備 工 業
37-4500

伊 東 設 備 工 業
37-3679

川 口 工 業 所
37-4906

正 木 水 道 設 備
37-9209

青 野 設 備 工 業
37-8254

松 本 設 備 工 業
38-5131



「
広
報
い
と
う
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
静
岡
県
伊
東
市
大
原
二
丁
目
１
番
１
号
　
伊
東
市
役
所

■
編
集
／
伊
東
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
■
印
刷
／
東
海
美
術
印
刷
㈱

広
報
い
と
う
　
2
0
0
7
.4
　
N
o
.9
4
0

「広報いとう」は、わかりやすい内容で、多
くの皆さんに読んでいただける紙面づくりを
目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課
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編・集・後・記

　
私
た
ち
女
子
バ
ス
ケ
部
は
、
二
年
生

７
人
、
一
年
生
４
人
の
計
11
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
練
習
は
、
と
て
も
き
つ

く
大
変
で
す
が
、
部
員
全
員
が
「
県
大

会
出
場
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
た
ち
の
一
番
の
ラ
イ
バ
ル

は
多
賀
中
で
す
。
１
月
の
「
森
・
ワ
タ

ナ
ベ
杯
」
で
は
、
準
決
勝
で
完
敗
し
て

し
ま
い
、
再
度
、
多
賀
中
と
の
差
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
練
習
で
は
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
分
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、
妥
協
せ
ず
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ュ
ー
ト
の
確
率
を
上
げ
る

こ
と
が
チ
ー
ム
全
体
の
課
題
で
す
。
今

の
私
た
ち
は
、
試
合
中
で
も
決
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
シ
ュ
ー
ト
を
落
と
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の

た
め
、
チ
ー
ム
内
の
ム
ー
ド
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
の
気
持
ち
に

負
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
一
つ
ず
つ
他
の
チ
ー
ム

に
勝
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
、
ど

の
中
学
校
に
も
負
け
な
い
声
を
出
し
た

り
、
礼
儀
を
正
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
体
連
で

は
、
多
賀
中
に
勝
っ
て
、
県
大
会
に
進

み
た
い
で
す
。

北中学校　女子バスケット部�

きまりを守り、
　　　良い風習を育てましょう

伊東市民憲章�

　町内会・自治会では、地震・風水害等の災害に備
えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、
環境美化運動、住民同士の交流を深めるための活動
等を行っています。�
　町内会・自治会に加入して交流を深め、地域の輪
を作りましょう。�

―町内会・自治会は地域の輪―

　新年を迎えて３か月がたち、４月からは新年度が始ま
ります。本号の特集では新年度の予算と事業の概要を紹
介しています。特集のタイトルは、「新年度も元気良く！」
としました。そのイメージとして２ページは、この１年間、
取材をした私に皆さんが見せてくれた笑顔や元気な姿で
いっぱいにしてみました。
　伊東市は今年度、市制施行60周年を迎えます。記念事
業も計画されていて、昨年度よりもっと活気づく１年に
なると期待しています。そして皆さんの笑顔や元気な姿
がたくさん見られることを楽しみにしています。
　さぁ、新年度も元気良くいきましょう！　　　（Ａ．Ｍ）
　高校の入学式の思い出。緊張のあまり、体育館で倒れ
てしまいました。体育の先生が、保健室まで、運んでく
れました。頭が朦朧としたなか、「この子、意外と重い
なぁ。」と言われたのを覚えています。記念すべき高校
入学の初日は、恥ずかしいできごとで幕開けをしました。
この時期になると思い出す、せつない出来事でした。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

香月武雄さん　菜穂子さん（玖須美元和田）と
齋藤伸吾さん　江梨さん（川奈）の

め
ざ
せ
！
県
大
会
出
場
!!

こう すけ
長男
（上）

香月航介くん
（４歳）

あお と
長男
（下）

齋藤碧人くん
（１歳）

毎
日
、
元
気
に
、

遊
ん
で
ま
す
！
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